
 
 
第 1回（2014年度）研究助成事業 採択者一覧 

 

 

◎研究者育成助成〈ロッテ重光学術賞〉 2 名   

 氏 名 所属機関 研究課題 

1 田角 聡志 
東京大学大学院 農学生命科学研

究科附属水産実験所  

養殖魚類に甚大な被害をもたらす寄生虫の宿主・ 

組織認識に関わる分子機構 

2 中島 健一朗 アメリカ国立衛生研究所（NIH） 
味覚と栄養の統合解析を基盤とする新しい食の認知

科学の展開 

 

 

◎奨励研究助成 11名 

 氏 名 所属機関 研究課題 

1 岡田 晋治 
東京大学大学院  

農学生命科学研究科 

モデル小型魚類を用いた味覚情報伝達・処理のイメ

ージング解析 

2 金間 大介 北海道情報大学 経営情報学部 食と農に関する地域産業拠点の形成要因の分析 

3 木村 友美 京都大学 東南アジア研究所 
地域高齢者の咀嚼能力と食多様性および包括的健康

度の低下に関する縦断的研究 

4 河野 大輔 
群馬大学 先端科学研究 指導者

育成ユニット 

高脂肪食による視床下部摂食代謝中枢の DNA メチル

化調節の変調と肥満の発症 

5 齊藤 達哉 
大阪大学 免疫学フロンティア研

究センター 

細胞内浄化機構オートファジーによる食品の過剰摂

取に起因する生活習慣病発症の抑制 

6 酒井 寛泰 星薬科大学 薬理学教室 
慢性閉塞性肺疾患発症における味覚受容体の役割と

新規治療薬開発への展開 

7 佐藤 奨平 財団法人農政調査委員会 
地域へ再帰する和菓子製造企業 

－新たな「地域」との関係と展望― 

8 鈴木 卓弥 
広島大学大学院  

生物圏科学研究科 

ストレスに起因する消化管疾患を改善する食品成分

に関する基盤的研究 

9 平   修 福井県立大学 生物資源学部 
簡易食品品質検査を可能とするナノ微粒子支援型質

量分析法の開発 

10 高橋 康介 
東京大学 先端科学技術 

研究センター 
食べ物の擬生物化に関する認知科学的研究 

11 宮下 政司 

東京学芸大学 教育学部 

芸術・スポーツ科学系健康スポー

ツ科学講座 

ガム咀嚼と運動の組み合わせは食欲を低下させるの

か？ ～効率的な減量法を探る 

 

 

氏   名 所属機関名 職位 研究課題

清水 誠
シミズ　マコト 東京大学大学院 農学生命科学研究科

応用生命化学専攻 食品生化学分野
助教

抗サルコぺニア効果を有するGPCR活性化食品成分に関する
探索研究

小塚 智沙代
コヅカ 　チサヨ

琉球大学大学院医学研究科
特別研究
員PD

天然食品由来成分による脳腸連関の制御を用いた新しいメタ
ボ予防医療の開発

中村 勇規
ナカ ムラ 　ユウキ 山梨大学大学院医学工学総合研究部

免疫学講座
助教 マスト細胞の体内時計機能に影響を与える食品成分の同定

金澤 学
カ ナザワ　マナブ 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究所

高齢者歯科学分野
助教

欠損補綴が食品摂取状況に与える影響＝無作為化臨床試
験による検討＝

藍原 祥子
アイ ハラ 　ヨシコ

神戸大学大学院農学研究科 助教 味覚依存的な行動を規定する神経内分泌系の解析

檜井 栄一
ヒノイ 　エイ イ チ

金沢大学医薬保健研究域薬学系 准教授
食生活リズム破綻による骨粗鬆症発症の分子メカニズムの
解明研究

長谷川 陽子
ハセガワ　ヨウコ 兵庫医科大学歯科口腔

外科学講座
講師

咀嚼する食品の味・香りによる情動変化がヒトの生理学的変
化に与える影響

亀井 飛鳥
カ メイ 　アスカ

公益財団法人神奈川科学技術アカデミー 研究員
多発する貧血解消のための鉄過剰摂取が及ぼす負の効果を
予知する新規分子マーカー

谷本 芳美
タニモト　ヨシミ

大阪医科大学衛生学公衆衛生学教室 講師
地域高齢者における介護予防を目的とした運動効果を高める
食や口腔関連因子の解明

山本 正道
ヤマモト　マサミチ

群馬大学先端科学研究指導者育成ユニット 助教 生活習慣病に対するサプリメント効果の定量的検証

長谷川 直子
ハセガワ　ナオコ お茶の水女子大学大学院

人間文化創成科学研究科
准教授 ご当地グルメを通じて地域理解を促すための実践的研究

朱 美華
シュ　ミカ

東京大学　農学生命科学研究科
農学特定
支援員

低温流通食品の普及過程に関する日・中・韓比較研究


